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れながら，こんなことを言われたことがあり玄す。 r3 S にならないように英会話を習
っておいた方がいし、ょ」と。 r3 Sとは何んですかJと尋ねましたところ， r外国の学会
で，外人が日本人を評していう言葉で， 日本人は英語が聞けないりで silentせざるを得











を想われた序文と， j品載を見合わされた詩とを私達に読んで下さり z 感想を求められま
した。
その直後?原因不明の病に倒れられたのですがz 今思えばこの時もっとゆっくりとご
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養生していただけたらと残念に思うこともございます。 しかし，先生は11月にはゼミに
出てこられて， Iもうすっかり回復したよ」とおっしゃられていたので， 私産も安心致
しておりましたo 'tしτこり 4月z 新たに3n主上を迎えてますます張りき νておられる
先生士拝見するたびに，先生のご病気の記憶もほとんど薄らいでしまった程でした。今
思えば，最後のゼミとなってしまった7月 5Aのゼミが終った夕暮， 官、達の見送りの中
を奥様の運転なさる自動車の後ろ座席に乗られながら， I隣に乗匂れなくていいのです
か」という私達の言葉に， I年をとるともういいんだよ」と実に楽しそうにし亡おられた
お姿が今もはっきりと想い起こされます。
今こうして突然に， 先生を喪ってしまった私達には先生とレって気楽に訪ねていって
は，あの豊かなご経験と深いご見識に接する機会は永久になくなってLまいました。 し
かし，私達はこの喪失感を抱きながらも， 私達に残された日々を精一杯生きて少しでも
先生のご恩に報いたいと思っております。先生， ありがとうございました。
昭和47午9月30日
